
3rd Regional COAST GUARD Headquarters

千葉地域連絡会
令和８年2月26日（木）

令和7年における
海難発生状況（速報値）

～ “海の安全“ひとりひとりが考えよう ～

第三管区海上保安本部
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1. 令和7年の海難発生状況について

3rd Regional COAST GUARD Headquarters

第三管区海上保安本部

船舶事故隻数218隻 （Ｒ6年比:-30）

（R6年248隻、Ｒ3～7年平均239隻）

船舶事故に伴う死者・行方不明者数11人（Ｒ6年比:+5）
（Ｒ6年6人、Ｒ3～7年平均5.6人）

※各ページに記載の数値はすべて三管区内の発生数（R7年は速報値）

マリンレジャーに伴う海浜事故者数134人 （Ｒ6年比:-10）
（Ｒ６年144人、Ｒ3～7年平均180人）

マリンレジャー海浜事故に伴う死者・行方不明者数51人（Ｒ6年比:+6）
（Ｒ6年45人、Ｒ3～7年平均45人）

人身事故（マリンレジャーに伴う）



※（ ）内は死者・行方不明者数

3rd Regional COAST GUARD Headquarters

第三管区海上保安本部

○マリンレジャーに伴う海浜事故 : 海水浴、釣り、潮干狩り等の海洋における余暇活動に伴って発生した事故。業務として活動中の場合はマリンレジャー以外に区分。
○マリンレジャー以外の海浜事故 : 余暇活動に伴うもの以外の海浜事故。自殺含む。
○船舶海難によらない乗船者の事故: 衝突、乗揚、転覆等の船舶事故以外の事由により発生した船舶の乗船者の海中転落、負傷、病気等。

過去５年間平均値
（R03～07）前年比R06.01～12

確定値
R07.01～12
速報値

令和７年 三管区
年間海難発生状況

239隻30隻減248隻218隻
船舶事故

(5.6)(+5)(6)(11)

180人10人減144人134人マリンレジャーに
伴う海浜事故

人
身
事
故

(45)(+6)(45)(51)

98人+1279人91人マリンレジャー
以外の海浜事故

(56)(-1)(41)(40)

110人+1396人109人船舶海難によらない
乗船者の人身事故

(28)(-10)(30)(20)

1. 令和7年の海難発生状況（速報値）について
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・総数Ｒ６年比30隻減(-12％)! 過去5年間で最少

・貨物船、タンカーがＲ6年比27隻減

・プレジャーボートが全体の60%

・漁船海難に伴う死者・行方不明者数Ｒ6年比4人増
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第三管区海上保安本部
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貨物船 タンカー 旅客船
作業船 漁船 遊漁船
プレジャーボート その他 総計

貨物船
タンカー

が減少

PBの割合が
引続き多い

R7(速報値)R6R5R4R3

(3)16(0)23(0)21(1)18(0)17その他

(0)132(2)134(3)130(6)137(3)136プレジャーボート

(0)11(1)8(0)5(0)16(1)16遊漁船

(7)27(3)26(1)28(2)28(2)28漁 船

(1)5(0)3(0)2(0)10(1)5作業船

(0)8(0)8(0)4(0)4(0)0旅客船

(0)6(0)14(0)14(0)10(0)5タンカー

(0)13(0)32(0)33(0)25(0)35貨物船

(11)218(6)248(4)237(9)248(7)242総計

単位（隻）（ ）死者･行方不明者

2. 船舶事故の発生状況について

4

令和7年の発生状況
（船種別事故隻数推移）
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第三管区海上保安本部２. 船舶事故の発生状況について
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【東京湾内／外】

東京湾 東京湾外

東京湾外は
4隻だけ

（令和7年:三管区） （令和7年:東京湾）

（令和6年:三管区）

東京湾内
31隻⇒15隻

船舶海難総数:19隻
※令和7年:貨物船、タンカー

船舶海難総数:46隻
※令和6年:貨物船、タンカー

東京湾

東京湾
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【海難種類別】

衝突 単独衝突 乗揚 浸水 火災 運航不能

（令和6年:東京湾）

貨物船・タンカーの船舶海難発生位置
（R6/R7比較）

19隻のうち
12隻が衝突

（貨物船・タンカーの事故隻数推移）



2. 船舶事故の発生状況について

10月1日
貨物船Ａ丸は離岸出港中、付近浅瀬の位
置を確認せず漫然と操船し乗揚げ。

10月17日
押船Ｂ丸は水路を南下中、北上船を避けよ
うとして操船を誤り、水路を外れ乗揚げ。

10月30日
引船Ｃ丸は台船を曳航し水路を南下中、
船⾧が居眠りし水路を外れ台船が乗揚げ。

11月12日
貨物船Ｄ丸は水路を南下中に北上船とす
れ違った際、見張不十分で水路を外れ乗
揚げ。

12月9日
タンカーＥ丸は水路通過後、目的地変更の
ため反転する際、操船を誤り乗揚げ。

6

水路外水深1ｍ未満

水路内水深
約6ｍ



・水上オートバイ、ｸﾙｰｻﾞｰﾖｯﾄ、ｸﾙｻﾞｰﾎﾞｰﾄの海難が大幅減

・PB全体の約85%（113隻）がモーターボート等の動力船

・ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ、ミニボートの海難が増加!

3rd Regional COAST GUARD Headquarters

第三管区海上保安本部2. 船舶事故の発生状況について
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モーターボート クルーザーボート ミニボート

クルーザーヨット カヌー ディンギーヨット

手漕ぎボートなど 水上オートバイ 総計

ﾐﾆﾎﾞｰﾄ
が増加 !

水上オートバイ
が減少

総数は
高止まり!

R7速報値R6R5R4R3

311192024水上オートバイ

332610手漕ぎボートなど

52513ディンギーヨット

117489カヌー

1525171511クルーザーヨット

1713131016ミニボート

223029511クルーザーボート

5643417252モーターボート

132134130137136総計

単位（隻）※ 下線 : 動力船

7

令和7年のPB海難の発生状況

※ミニボート:全⾧ 3m未満、動力 1.5kW未満

ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ
が増加 !

（プレジャーボート用途別事故隻数推移）
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第三管区海上保安本部3. 船舶事故の発生状況について

運航不能

55%

衝突

14%

乗揚

12%

浸水

7%

転覆

6%

単独衝突

5%

火災

1%

プレジャーボート

132隻
R07速報値

運航不能
73隻
55％

衝突
19隻
14％

乗揚
16隻
12％

船舶海難の半数以上を占めている
「プレジャーボート」の海難種類の
割合として、「運航不能」が５割以上、
次いで「衝突」、「乗揚」が多い。

機関故障

38%

推進器障害

12%

操船技能不足

12%

機関取扱不注意

7%

燃料欠乏

7%

無人漂流

（係留不備）7%

バッテリー過

放電

6%

無人

漂流

4%

その他

7%

プレジャーボート
運航不能

73隻
R07速報値

機関故障
28隻
38％

操船技能不足

9隻
12％

推進器障害
9隻

12％

「機関故障」28隻（38％）
「推進器障害」９隻（13％）
で半数以上を占める。
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（プレジャーボート・海難種類別） （プレジャーボート運航不能の詳細）
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第三管区海上保安本部4. マリンレジャーに伴う海浜事故の発生状況
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遊泳中 釣り中 サーフィン中

SUP中 スクーバダイビング中 ボードセーリング中

磯遊び中 その他 総計

死者・行方不明者

・マリレ海浜事故はＲ6年比10人減 (－9％) 3年連続減少

・SUP中の事故はＲ6年比11人減 (－52％) 3年連続減少

・死者・行方不明者数はＲ6年比6人増(+７％)

・遊泳中の事故がＲ6年比6人増（+13％）

R7速報値R6R5R4R3

2(0)2(0)6(1)3(0)3(0)その他

2(1)3(1)3(0)13(2)3(2)磯遊び中

7(1)5(1)2(0)8(1)13(0)ボードセーリング中

11(6)7(3)18(6)19(4)15(2)スクーバダイビング中

12(0)23(0)30(1)40(2)29(1)SUP中

19(9)22(5)38(5)42(5)44(11)サーフィン中

30(15)37(15)43(12)41(11)45(14)釣り中

51(19)45(20)59(11)54(21)51(17)遊泳中

134（51）144（45）199（36）220（46）203（47）総計

単位（人）

遊泳
が増加

SUP
が減少

3年連続
減少

死亡・行方不明
が増加
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令和7年のマリレに伴う海浜事故の発生状況（活動内容別発生状況）
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活動種類:
■遊泳中
■釣り中
■サーフィン中
■SUP中
■ｽｸｰﾊﾞﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ中
■磯遊び中
■ﾎﾞｰﾄﾞｾｰﾘﾝｸﾞ中
■その他

活動種類:
■遊泳中
■釣り中
■サーフィン中
■SUP中
■ｽｸｰﾊﾞﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ中
■磯遊び中
■ﾎﾞｰﾄﾞｾｰﾘﾝｸﾞ中
■その他

（発生位置比較）

茨
城 サーフィン

が減少

鹿
島 釣りが減少

湘
南 SUPが減少

遊泳が増加

茨
城 サーフィン

が多い

鹿
島 サーフィン

釣りが多い

湘
南 SUP、遊泳

サーフィンが
多い

外
房 サーフィン

が多い

伊
豆 ダイビング、釣り

遊泳が多い

R6:144人 R7:134人

4. マリンレジャーに伴う海浜事故の発生状況
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海水浴場

（遊泳可能）

14人（6人）

27%

海水浴場

（遊泳不可）

11人（7人）

22%

海水浴場以外

26人

（6人）

51%

令和7年
速報値

51人
(遊泳中)

7割以上が「遊泳可能な海水浴場
以外」で発生している!

～19歳

20人（6人）

39%

～29歳

12人（3人）

23%

～39歳

2人4%

～49歳

5人（3人）

10%

～59歳 3人

6%

～69歳

4人（3人）8%

～79歳

5人（4人）

10%

令和7年
速報値

51人
(遊泳中)

60歳以上の
事故者の

死亡率は約77％
(9人のうち7人)

～19歳
20人（6人）

39%

～29歳
12人（3人）

23%

4割近くが「19歳以下」の若年層!
20代も含めると6割以上!

4. マリンレジャーに伴う海浜事故の発生状況

（遊泳中の年代別発生状況）（遊泳場所別の発生状況）
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SUP釣り SUP釣り以外 総計

平成30年ごろから増加傾向を受け、SUPの事故防止に注力。
令和7年は12人まで減少（昨年比-52％減）。

【海難防止指導官の育成】
各管区の海上保安官に対し、マリンレ
ジャー事故防止に関する知識・技能を
付与し、指導官は管区部署へ伝承。

4. マリンレジャーに伴う海浜事故の発生状況

（スタンドアップパドル活動中の事故発生状況）
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・海中転落が最多。
・海中転落者の約1/3が死亡・行方不明。
・立入禁止区域(防波堤など)での死亡事故も発生。
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0
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0
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(0)
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釣り中:事故種類別（R02～R06:5年間）

海中転落 帰還不能 負傷 溺水

病気 その他 死亡･行方不明者

R7速報値R6R5R4R3釣り中
(0)0(0)0(1)1(0)0(0)0その他
(0)0(0)0(0)0(0)1(0)0病気
(1)1(1)1(1)1(1)0(0)1溺水
(0)1(0)1(1)1(0)2(0)0負傷
(0)3(0)3(0)10(0)6(0)9帰還不能
(11)29(11)29(9)29(13)32(13)35海中転落
(12)34(12)34(12)42(11)41(14)45総計

単位:人※単位:人、（ ）:死亡･行方不明者
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4. マリンレジャーに伴う海浜事故の発生状況

（釣り中の事故）
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第三管区海上保安本部若年層の事故防止啓発
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第三管区海上保安本部若年層の事故防止啓発
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第三管区海上保安本部官民連携・若年層の事故防止啓発（千葉海上保安部）

16



3rd Regional COAST GUARD Headquarters

第三管区海上保安本部事故防止対策（集客施設等）

渋 谷
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第三管区海上保安本部事故防止対策（外国人への対応）
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合同パトロール

多言語による対応（Web・ﾘｰﾌﾚｯﾄ）

対入り禁止場所の釣り人（日本人・外国人が混在）



1.「海の安全運動」について
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第三管区海上保安本部
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